



経済研究所 / Institute of Developing












































































































































































































































































































































































建設したことが， J) t:）の共産党；二よる 1':I斗指導の
出発点となる。もっとも，この根拠地の建設自体
力士容易たものではなかったし，革命理論・！被術論・
組織論たど？の内部対立や軍事方針をめぐる曲折
を経，多数の人員の損傷のあとでやっと獲得した
恰たる栄尤の歴史ではあった。この間，中国共産
党はたとえば軍事問題・土地革命の問題でコミン
デルン路線、；こ対する大胆な抗半iH•修正を敢えでし
たし，コ主ンテIレン路線の共体化のためiιもかれ
らの採った方法が直接的かつ効果的であるとu、う
革命体験に対する確信が創造的展開を可能にした
のでもあった。
中国共産党のこうした成果は，「民族共産主義」
運動における最もはなばなしい成功例として，モ
スコー中心的な国際共産主義運動との対比で，高
〈評価されてもU、る。
同様に，中国式の革命路線は工業労働者の革命
的役割に対する伝統的な過大評価を修正したとと
ろにも，教条主義化した革命観念に対する鋭い批
判をふくんでいた。
このような諸条件を考慮するならば，中国式の
民族自決，経済自立の路線は全ての新興独立諸国
に適用できない多くの要素をもっている。例外的
に可能な諸国としてはインド・インドネシアなど
を数えうるにとどまるであろう。しかし，インド
の社会的＝歴史的な背景は中国とはまるで違う。
またインドネシヤの近代史が教えるととろではと
の模範例が対決・克服の上で具体化されるべき多
くの困難があったことを示している。
新興j虫立諸国の大方はまず潜在資源lこ不足して
おり，既存の国境線にこだわるかぎり自立的な国
民経済の展開を妨げられている。！日経民地地域で
の国境線には住民の意志も生活も反映されておら
ず，利害をもっ列国の聞で外国の首府などの机上
で決定されたものであった。にもかかわらず，そ
うした決定が国民生活の内部に喰いこんで容易に
修正できかねる歴史的・社会史的現実に国定化し
てしまっている。
政治的独立のあとで国境問題をめぐって新興諸
国間に緊張を増大させ，相互関係の悪｛むを産んで
いる。しかも重要な地下資源などが期待されると
きには守r態は非常に諜亥！Jになる。衝突副避の方法
の一つは経済統合体制を作ることである。しかし
そのさいにも，主要産品の重複や経済機構の相違
ががi主要国となり，経済統合は政治統合よりはる
かに難しい問題をもっている。それゆえ，各国政
府は臼助努力や経済統合よりは先進諸外国の援助
と協力を求める途をとりがちである。また旧宗主
国や巨大国家の経済援助が供与国本位のものであ
るからにはやがて政治的自立さえも失われること
を懸念してこれを拒絶する諸国にしてからが，前
記の！：長な困難に逢着して経済統合を果たしきれず
にいる中に，そうした経済統合の有利さと可能性
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となヨーロッメの先進工業諸国によって現実のも
のとして形成されている。
VI 
現代を特徴づける第 3のものは空煎の閣題が構
成する区大な問題塊である。今日，青年層問題・
都市問題・被圧迫小数者｜司題などを国内にかかえ
竺まないで済んでいる悶家はただの一つもない。
これらの問題は，そのひとつひとつが区大な内実
をふくむ同題であり，かつて井どく擾雑な形態を示
しながら，相五に深く関連し合っている。
人種問題・文化的交錯・宗教的対立・地域的割
拠主義などの形でたち現われる社会的葛藤の背後
にlま，大衆の経済的な要求不満が潜められてヤる。
こうした雑多な形式をとる階級対立は，新興独立
諸国では近い軒来ますます激化することが予；1;!,J.、さ
れる。というのも新興独立諸国における社会・文
佑構造は階級謹・地方差・地域差ー宗派差・人種
差が大きく，それゆえに政治的不安定が恒常化し
ているからである。さきに挙げたような問題塊は
安定した政治劇度の下においてさえ長年月にわた
る試行錯誤を課してなお抜本的な解決の見通しを
安易に許すものでほないのに，それに政治的な不
安定が追加されるとなれば問題の激化はそれだけ
ラディカノレにたって，政治的不安定そのものにさ
らに拍車をかける事態もありえよう。
最後に，現在のわれわれが何処から，誰が，ど
のような仕方で未来にむけた変革の起動力として
出現するかについて，何らの予想、を客観的にはた
てえないことの問題にふれなければなるまい。次
の世界の指導的要因がヨーロッパ文化圏がら生ま
れるのか，工業労働者階級によって担われるのか，
について誰も説得的に詰ることはもはやできな
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い。世界のどこかに起きたことが迅速さわまる仕
方で連鎖的に反応し，ただちに全世界を席捲して
しまう。その限りで地球は緊密な疑縮度をもっ小
世界に転じてしまった。
任意の一国民社会をとりあげてその現実の具体
相に触れるためには，ただに国民社会内の歴史と
構造とに注意するだけでは十分たりえず，事態の
闇際環境的脈絡にも注意を払わねばならない。わ
れわれの科学の現状は，いまに国民国家・階級・
政治体制を総括して把えこむ理論化の方法を備え
てはいない。ミの意味で社会学は，主ニ社会の学
たるにとどまって， 'i子同主義の段階における社会
変動を体系化する体系的理論になりえてはいない
のである。
（調査研究部主任調査研究員）
